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＜病棟連絡事項＞
・Ｃユニットへオムツカート導入になりました。

＜移動＞
【転入】
・梅津　敦子様～西Ａ４２号室　→　東Ｄ１９号室
【転出】
・小栗　健太郎様～東Ｄ２０号室　→　西Ａ４２号室
【入院】
・堀切川　秀子様～東Ｂ１号室

＜患者様連絡事項＞
・松浦　克俊様～サンライズより退院の日時について、5/31（月）14：00、施設スタッフが迎えに来ると連絡あり。初外来は当院の調整に任せるとのことにて、6/11（金）11：30で予約を行う。主治医へ退院指示、退院時処方依頼済。
・神　ツエ様～食事摂取量変わらず、本日より点滴１日２本、２４時間キープの指示となる。

[bookmark: _GoBack]・宮古　克弘様～点滴本日で終了抜去の指示。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。主治医指示にて開放観察実施。開放観察中、高揚気分著明であったが問題行動無く経過。自室への入室時も拒否・抵抗無く応じられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前開放観察時より高揚気分顕著であり12:00開放観察終了時には"隔離解除になった"等と訴え自室への入室を拒否。男性スタッフ3名で対応し入室頂いている。入室後より独語しながら自室内を多動的に動き回り不穏状態となる。12:45ブロマゼパム(5)1T与薬。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。午前・午後2時間ずつの開放観察。希死/自殺念慮に関する言動無く、自傷行為も見られない。終始静穏状態にある。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～各食全量摂取、拒薬無し。他者交流も見られ終始静穏状態にある。

・北向　勇治様～各食食事に集中出来ずにいるがメイバランスミニは摂取出来ている。拒薬・吐薬も無いが、他者干渉・他室侵入等の迷惑行為見られる。

・寺沢　公子様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。失見当識・理解力低下に起因した徘徊顕著。歩行状態不安定の為、常時見守りを要している。

・佐藤　イミ様～口唇の振戦は著明。メイバランスを手に持てず、朝・昼ともに数口で終了。家族へ経管栄養の意向を確認すると、「市民病院でも実施していたとのこと」主治医へ情報提供している。

・中市　正治様～昨夕嘔吐あり。船場Ｄｒ．より腹部エコー検査を実施。膀胱に487ｍｌの尿貯留あり尿道カテーテル留置挿入の指示あり。狭窄の可能性が疑われるため、キシロカインゼリーを注入しゆっくりと挿入実施するが、前立腺辺りにて挿入できず。本日は挿入中止、ゆっくりと経口からCZ-Hiにて水分補給。少量ずつ排尿はあるため、経過観察の指示。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～来週の定期から炭酸リチウム400ｍｇ追加。他同内容で継続処方。

・河原木　泰志様　藤井　崇史様～定期処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和3年5月28日　　13：10
　氏　　名：堀切川　秀子（ほりきりかわ　ひでこ）様
　生年月日：昭和36年1月7日　60歳
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主治医　：田名部Ｄｒ
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　H10年にそれまで働いていた食品加工会社を退職した頃より、抑うつ感・不安感・焦燥感の症状が出現。就職できず、借金しながら生活していた。H20年頃より症状増悪。H21年4月30日に当院初診。以後、当院へ2週に1度の外来通院、服薬を継続していた。R3年5月、近隣住民宅に侵入し、食べ物を窃盗したことから検挙されている。盗んだ詳細な理由は不明。今回は情状酌量で実刑などもなく、28(金)に釈放予定。これまで単身で生活の中、地域住民が見守りながらなんとか生活できていた。今回の事件を機に、近隣住民が騒ぐことはないが、もうこれ以上見守り体制を続けることは難しい状況。5/24　関係機関含めた今後の方向性についての話し合いの場で、施設入所の話もあり。サービス調整と、薬物・精神療法にて症状改善を目的として、東病棟Bユニットへ任意入院となる。
